
１

大学経営、各種の評価、大学広報など、今後
益々増大する大学内外からの大学情報ニーズに
機動的、効率的に対応し、神戸大学の教育研究
活動を総合的、客観的に把握する必要

国立大学
の法人化

HP による研究者紹介、 researchmapによる情報発信、シーズデータ
ベース

(1) 全学に係る評価への対応
国立大学法人評価、機関別認証評価

(2) 部局等における評価への対応
部局における評価活動、各専門職大学院認証評価

(3) 情報公開 ・ 産学連携への対応

(4) 部局・研究者個人 DB等への対応
業績書の作成、 部局/研究室・個人 DB等との連携

(5) 大学経営のための利用
現状分析、戦略策定

具体的には、、、

神戸大学情報データベース（KUID）の概要 ～開発経緯と目的～



 全学の評価委員会にて個人データ・組織データ項目等の選定を行い、試行等を経て、2006年から本稼働。

 2020年に JST の researchmap を教員の入力インターフェースとして利用してデータを取り込むよう、KUIDの教員
業績管理部分を改修（パッケージ導入）し、全体を再編。

２

KUIDの概要 ～システム構成～
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３

KUIDの概要 ～活用イメージ～
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